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　西欧人とパプアニューギニアの 「土着」の人々との 「最初の接触(フ ァース ト・コ

ソタクト)」は,文 化人類学者ぼか りでなく,一 般の西欧の人々から多 くの関心が持

たれてきた。それは,文 明とは無縁の世界に生きていた人々が,突 然西欧文明と遭遇

する歴史的 ・劇的な瞬間として,好 奇心を喚起する出来事であった。

　現在のパプアニューギニアとい う国家の領土の内,北 部が ドイツ,南 部がイギ リス

の保護領 となったのは1884年 のことであった。その後,イ ギ リス領ニューギニアは

1905年にオース トラリア領パプアとな り,ド イツ領ニューギニアは,第 一次大戦後,

オース トラリアの国際連盟委任統治領 となった。海岸部に比べ,内 陸部の植民地統治

はなかなか進まず,パ プア側では,よ うやく20世紀に入ってから,オ ース トラリアの

パ トロール隊によって海岸から未踏破の内陸への探検が試みられるようになった。そ

の目的は,当 時一般的に 「野蛮人」と見なされていた土着の人々に西欧文明と法の秩

序をもたらすため,す なわち,植 民地行政府による統治領域を拡大していくためであ

り,同 時に,金 や石油 ・石炭などの天然鉱物資源を発見するためであった。パ トロー

ルが入った地域では,集 団間の戦争や食人,そ の他法に反する事が禁止された。 しか
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し,険 しい地形のため,内 陸部へのパ トロールは困難を きわ め,内 陸部奥深 くの山岳

地帯 まで達す るのは容易 では な く,い わ ゆるニ ューギ ニア高地に人が住んでいる こと

が確認 された のは1930年 代 に入 ってか らの ことであ った。当時,パ プアとニューギニ

アは外部(西 欧)と 接触 した ことのない,世 界 でも数少ない地域 の一つで あった。今

日におけ る最後の,西 欧世界を知 らない人 々との接触 とい う出来事は,「 現地 の人々

が驚愕 し,混 乱す ることに よって,し ば しば西欧人 に自己満足 と楽 しみを与えた」の

であ る(Schieffelin　 1991:5)。

　 オース トラ リア放送協会が制作 した ドキ ュメン タ リー ・フ ィル ム 『ファース ト・コ

ンタ ク ト』(Connolly　 and　 Anderson　 1983)に は,「 最初 の接触」を経験 した ニ ュー

ギニア高地の老 人達へ のイ ンタビューが多数収録 されている。 この中で彼 らは 口々に

「霊だ と思 ったので,白 人は怖か った」 と述べてい る。また,人 類学者 らの現地調査

に よって,様 々な地域 で,パ トロールに よる最初の接触時に,現 地 の人 々は外部 か ら

自分達の世界に突然侵入 して きた 「見知 らぬ存在(Strange　 Beings)」 を,帰 って きた

神話的 ヒー ローと考えた り,戻 って きた祖先 の霊であ るとみな した こ とが 明らかに さ

れている(Schiffelin　 and　 Crittenden　 1991)。 人 々はその存在を驚愕 し,恐 れ,戸 惑 い,

時 にはその到来が恐 ろ しい世界 の大変動 の前兆 である と怖れ たのであ る(Schieffelin

1991:3)。

　 一見す ると,現 地の人 々に よる 「最初の接触」 につ いての話は,パ トロール隊側,

す なわち西欧側 の一方的な見方 を排 し,こ の出来事 を現地 の人 々が どの よ うに経験 し

たのか とい う,「 現地 の人 々の視点」を明 らか にす ることの ように思われ る。 しか し,

こ とはそんなに単純 であろ うか。奇妙 なことに,最 初 の接触については,人 類学者が

質問 しない限 り,人 々の間で 自発的に話 され ることは少 な く,若 い世代にはあま り知

られ ていないのである(Schieffelin　 1991:9)。 筆 者が調査 した南部高地州 に居住す る

フ ォイ族(Foi,以 下 単に フ ォイ とす る)に おいて も同様 であ り,筆 者 の質問 に対 し

ては,「 白人が初め て来た とき,白 い霊がや って きた と思 って怖か った」 と皆一様 に

語 るが,こ ちらか ら質問 しない限 り,こ の話題が人 々の間で取 り上げ られ る場 面に出

会 うことはほ とん どなか った1)。 また,ご く一部の老人以外には,既 にそ の時 の状況

の詳細 を知 る者はな く,「 白い霊 がやって来た」 とい う表現だけが一人歩 き してい る

かの ような印象を受けた。 フォイでは,ロン グハウスで様 々な話題が 出る。特に神話

や伝説,過 去 の出来事は,子 供達をは じめ人 々が喜 んで話題にす る。 しか し,そ れに

もかかわ らず,「 最初 の接触」 の詳細 が若者 にほ とん ど語 り継 がれ ていない よ うに見

受け られるのは,筆 者には奇妙 な ことに思われた。
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　 ニューギ ニアにおけ る 「最初 の接触」は,時 期的に も地域的 にも,ま たその当時の

状況が様 々に異 なるに も関わ らず,ニ ューギ ニアの広 い地域 で,一 様 に 「霊がや って

きた」 とい う語 り方が報 告 され てお り,フ ォイの 「最初 の接触」において も,そ の一

種の類型化 された語 りが繰 り返 されてい るのであ る。 本論 の 目的は,フ ォイの 「最初

の接触」につ いて,パ トロール報告書 と現地の人 々の話 とい う二つのデ ータを比較分

析 し,フ ォイの事例を通 して,最 初の接触を 「霊がや って来 た と思 った」 と述べ るこ

と自体の意味 を検討す ることにある。

　 フ ォイの 「最初 の接触」に関連 した研究 と しては,Hope(1979),　 Kurita(1985),

Schiefferin　and　Kurita(1988)が あ る。 フ ォイ と隣接す るフ ァス族 の 「最初の接触」

は,1911年 と推 定され ているが(Kurita　 1985),フ ォイに関 してはこれ まで余 り明確

で は なか った 。 フ ォイ の 「最 初 の接 触 」 に つ い て の現 地 の側 の情 報 は,Kurita

(1985),Schiefferin　 and　 Kurita(1988)の 中 で,フ ァス族の老人の伝 聞情報で触れ ら

れているにす ぎない。そ こで,ま ず初めに,フ ォイ と 「最初 の接触」を した可能性の

あ る文書記録を検討 し2),フ ォイの最初 の接触 がいつ ・どのパ トロールに よるもので

あ ったかを推察す る。続いて,筆 者が聞 き取 り調査 した フォイの老人か ら得た 「最初

の接触」につ いての話を取 り上 げ,文 書記録 と老人の話 との一致点 と相違点 を検討す

る。当然の事 ながら,こ れは 「客観的事実」 と しての過 去(歴 史)を 再構成 しようと

い う目論見 ではない。 この よ うな作業を行 う目的は,彼 らの歴史的出来事の解釈 にお

け るズ レとゆ らぎを 明らかにす ることにあ る。従 って,文 字 に よるパ トロール報告書

と老人の話 との差異は,ど ち らが真実で どちらが虚偽 であ るのか,と い う問題 の設定

は しない孔 いずれ も主観 的に構成 され た 「客観的な」物語であ る。いつ,ど こで,

誰 が,何 を,ど のよ うに,な ぜ行 ったのか とい う双方 の情報 を整理 し,情 報 のズ レの

意味を考察す る事に意味 があるので ある。 そ して最後 に,「 白い霊がや って来た」 と

語 られ ることの意味 につ いて再検討 したい。

I　 文書記録から見るフォイの 「最初の接触」の可能性

　 フォイの居住 地域 は,南 部高地州 の高地 周縁部に位置 し,ク トゥブ(Kutubu)湖

周 辺及 び ムビ(Mubi)川 流 域に ある。 フォイの居住 地域の南 には イ コビ族(Ikobi,

以 下 イ コビとす る。 フォイでは ケ ワと呼ぼれ る),西 は フ ァス族(Fasu,以 下 フ ァス

とす る),東 にはサ ウ族(Sau,以 下 サ ウとす る。 フォイではフ ォラバ と呼ばれ る)が

居住す る。(地 図1参 照)
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地図1　 Kutubu地 域 およびその周辺に住む言語集団と低地 フォイのコミュニティ

　 フ ォイの 「最初 の接触」 の可能性 は,第 一 に1910-1911年 に かけて行 われたSmith

のパ トロール,第 二に消息の分か らな くな ったSmithを 探 すために行われたBeaver

の探 索パ トロール,第 三 に1923年 に行われたWoodwardとSaundersの パ トロール,

第 四に1926年 のChanceとHealyの パ トロールの4つ である(Kurita　 l　985;Weiner

1988:25-27)。(地 図2参 照)4)

　 い ずれ のパ トロール も,パ プア湾南岸のキ コ リ(Kikori)を 拠 点 としている。 キ コ

リには1912年 に 行政府 のステーシ ョンが設立 され た。キ コ リにはキ コリ川が流れ込み,

キ コ リ川の上流はヘ ギギ ョ川(Hegigio)と 呼 ばれ,フ ァスの領域 であ る。ヘギ ギ ョ

川がキ コリ川に名前の変わ る辺 りでムビ川が合流す る。 ム ビ川には,ク トゥプ湖か ら
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地 図2　 4つ の パ トロール のル ー ト

流れ出るデ ィギム川(Digimu,フ ォイでは ソロ川 と呼ばれている)が 合流 しているが,

ク トゥブ湖 とディギ ム川 に よって,フ ォイ とフ ァスの居住領域は分割 されている。(地

図1参 照)

　 この4つ のパ トロールが通 った可能性のある フォイの居住地 は,キ コリ川への合流

地点に近い ムビ川下流域 の 「低地 フ ォイ」 と呼ばれ る地域 で,現 在は ム ビ川沿いに7

つ の ロン グハ ウス ・コ ミュニテ ィが存在する(地 図1参 照)5も 筆 者が調査を行 ったの

は低地 フォイであ り,本 論 のデータはす べて低地 フ ォイのイ ンフォーマン トか ら収集

した ものである。

　オ ース トラ リア行政府 に よる定期的なパ トロールが開始 され る以前は,各 父系 クラ

ンが各 自の土地に ロン グハ ウス ・コミュニテ ィを形成す るか,友 好関係にある クラン

が共同で ロン グハ ウスに暮 らしていたが,い ずれ も小規模 な単位 であった。また,ロ
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ングハウスが老朽化 した り,さ まざまな争いが起こると,ク ラン成員はしぼしば離合

集散 しながら住居を移動 していた。

　行政府はパ トロールを行 うための拠点となるパ トロール ・ステーションを1937年 に

クトゥブ湖畔の トゥギ リ(Tugiri)に 設置 したが,第 二次大戦により閉鎖 され,本 格

的にこの地域にパ トロールが行われるようになったのは1950年 代か らである。その後,

行政府の指導により,土 地が隣接する複数のクランがまとまってロングハウス ・コ

ミュニティを形成する現在のような居住形態になった。また,こ れと時期を同 じくし

てキ リス ト教の布教が始まった6も

　 ロングハウスは内部を壁で男性 と女性の空間に仕切る形式の家屋 もあったが,現 在

は男性はロングハウスに,女 性 と子供は ロングハウスの周辺にある各自の家屋に暮ら

している。フォイは,サ ゴ椰子の髄か ら採取するデン プンを主食とし,焼 畑移動農耕

と狩猟採集から得る食物で補っている。豚の飼育や菜園耕作のための出作 り小屋 と,

ロングハウス ・コミュニティを行き来す る生活形態をとってきた7も

　次に,フ ォイと接触 した可能性のある4つ のパ トロールを年代順に検討していく。

(地図2参 照)

　 (a)Smithの パ トロール

　 1910年11月,Smith他4人 の白人 と25人 の ニューギ ニア人警官,50人 の ニューギニ

ア人荷物運搬人夫が,キ コ リ川上流か ら内陸部 を横断 してス トリクラン ド川へ 出ると

い う未踏地探検計画を立てて出発 した。途中で備蓄 が欠乏 して きたため,2人 の白人

と47人 の ニ ューギ ニア人は 引 き返 して キ コ リへ無 事 に帰還 した ものの,そ の後 の

Smith達 の 消息は途絶 えた。　Smithの パ トロール隊は,川 を下 ろ う1として筏が転覆 し

て7人 の人夫が溺れ,さ まざまな装備 品や食料,さ らにSmithの ノ ー トと地 図を も

失 い,道 に迷 って しま った のであ る。そのためパ トロール隊の正確 なル ー トの記録 は

残 され ていない。 しか し,Schiefferin　 and　Kurita(1988)が,　 Smithの 記 憶 に よる報

告書,Smithを 探 しに 出かけたBeaverの 報 告書,さ らに現地調査に よるイ ンフ ォー

マ ン トの情報 などか ら,綿 密 にルー トを検討 している。それに よれ ば,キ コリか らサ

ンベ リギ(Samberigi)渓 谷 を経て西に向かい,ム ビ川にや って来 て,川 を渡 った後,

現 在の ソロタゲ(Sorotage)・ コ ミュニテ ィのあ る場所の近 くを通過 し,デ ィギ ム川

東岸沿 いに遡 り,ク トゥブ湖近 くで川を渡 り,フ ァスの領域を一周す る ように北西へ

進み,ヘ ギギ ョ川か らキ コ リ川に下 って,キ コ リに帰 ったのではないか と推定 されて

い る。 帰 りのルー トは,フ ォイの領域を通過 していない。
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　 Smithが ム ビ川 を渡 った と推定 され てい る場所は,現 在 の フマネ(Humane)・ コ

ミュニテ ィの上流 にあたる。 この辺 りは,フ ォイでは クイ フガメ(Kui　 huga　 me)と

呼 ばれ,か つて複数 の ロングハ ウス ・コ ミュニテ ィがあ ったが,戦 闘に よ り多 くの死

者を出 し,生 き残 った者 は全員サン ベ リギや低地 フォイに逃 げた と言われてい る。 そ

の子孫はわずかで,さ まざまな伝承 は途絶 えて しまっている。クイ フガメはサ ウとフォ

イの領域の境界にあた り,現 在 フマネ ・コ ミュニテ ィに暮 らす子孫 に よれば,日 常両

方 の言語 を話 していた とい う。Smithの 報 告書に よれぽ,パ トロール隊は,「 大 きな

ゆ った りした流 れの川 を,現 地 の人に カ ヌーで渡 らせ て もらった」 とな ってい るが

(Schiefferin　and　 Kurita　 1988:65-66),こ の現地 の人 とは フ ォイであ ったのか ど うか

の確認 は とれ ない。 また,Smithの パ トロールは,偶 然そ こにいた数人 と出会 っただ

けなのか,フ ォイの コミュニテ ィと接触 した のか も不 明である。 フマネ,ソ ロタゲ両

コ ミュニテ ィを は じめ,フ ォイにはSmithと 出会 った と思われ るような伝承はない。

Smithの パ トロールは フォイの領域を通過 した ものの,フ ォイ との接触があ ったか ど

うかは不明であ る。

　 (b)Beaverの パ トロール

　 1911年2月,Beaverは 消息 を断 ったSmithの パ トロール隊を探すために出発 した。

3人 の白人 と92人 の ニ ューギ ニア人 が同行 した。Smithの 足 ど りを追 ってキ コ リか ら

サン ベ リギまでや って来た。 ここで病気にな った 白人1人 に36人 の ニューギニア人を

同行 させ てキコ リへ帰 し,残 りのパ トロール隊はやがて川に到着 した。現地の人か ら,

この川 が 「Mobi」 とい う名前であ り,　SmithはMobi川 を カヌーで渡 り,「Kiko」 と

い う川を漕 いで行 った と身ぶ りで教 え られた。現地 の人を ガイ ドにMobi川 西 岸を

上流へ進み,多 くの菜園や小さな家々(出 作 り小屋)を 見つけた。 さらに進 む と,1

つ の大 きな家(ロン グハウス)と11の 小 さな家(女 性の家屋)か らなる村 に到着 した。

人 々は友好的で,彼 らか ら食べ物を交 易で手 にいれた。た くさんのカ ヌーがあ り,人

々は しんち ゅ うと鉄 の破片を多数持 っていた。川岸を さらに上る と,非 常に長 く起伏

のある峡谷があ り,川 は激流だ った。 ここを過 ぎ ると,た くさんのサ ゴ椰子 と小道が

あ った。 キ ャン プへ現 地 の人 々がや って きて,こ の近 くに大 きな川 が ある こ と,

SmithはKiko川 へ 行 った ことを教 えられ る。川の対岸 の石灰岩の断崖の上 に,か な

り大 きな村があ った。 そ この人 々はSmithの キ ャンプした所 へ連れて行 こ うと申 し

出た(Hope　 197g:21_36)。

　 四方八方へ とSmithの 足 ど りを探ず 中で,人 夫の疲 労 も増 し,食 料 も枯渇 してき
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たため,キ コ リへ引 き返す ことにす る。同 じル ー トを帰 るよ りもカヌーで海岸 まで下 っ

た方が 良い と判 断 し,初 めにMobi川 に 出会 ったキ ャン プ地に戻 り,現 地 の カヌー

を16隻 購入 した。途 中,峡 谷 と急流 の連続で4隻 を失 った。 さらに,近 くに大 きな滝

が あるために カヌーで下れ ない ことがわか り,Mobi川 に沿 って引 き返 し,た くさん

の村 と村をつな ぐ小道を通 って,最 初 のキ ャンプ地へ戻 った。親切 な老人が カヌーで

川 を渡 らせて くれた。そ して,来 たの と同 じルー トを引 き返 し,サ ンベ リギを通 って,

キ コ リへ帰 った(Hope　 1979:36-42)。

　 Beav6r達 を 阻んだ滝は,後 にChanceとHealyに よ って再発見 され,ビ ーバ ー滝

と名付 け られた。 ビーバ ー滝 は現在 の カン ドボ(Kandobo)・ コ ミュニテ ィのす ぐそ

ばにある8もBeaverは,西 欧人では初めて ムビ渓谷に足を踏 み入れた とされ る。

　 Beaverの 報 告書にはrMobi川 」 とい う名称 が記載 されてい ることと,詳 細な地理

的記述か ら判断 して,交 流 した現地 の人 々とコ ミュニテ ィは フ ォイであ る可能性が高

い。Beaverが ム ビ川 に出会 った場所 は,お そ ら く現在 の フマネ ・コ ミュニティの上

流辺 りであ り,そ のさらに上流 で発見 した2つ の コ ミュニテ ィは,お そ ら くクイフガ

メ付近にあ ったのであろ うと推 察 され る。既述 した ように,ク イフガメはサ ウとの境

界付近 にあたるが,Beaverの パ トロールが フォイ との 「最 初の接触」 であった可能

性 が高 い。一つ疑 問なのは,ク イ フガメか ら現在 のフマネ ・コ ミュニテ ィまで,険 し

い峡谷 と急流があ るため,現 地の人 々はカ ヌーで下 ることはない。途 中ひどい急流の

ために カヌーや物資を失 ったBeaverは,「 現地 の人 々は,我 々が災難 に会 うのを承

知 で,カ ヌーで行け ると思わせたに違いない。[流 され た ものを拾 えなか った]結 果

に失望 したことだ ろ う」 と記述 してい るが(Hope　 l979:37),友 好 的 に接 し,カ ヌー

を譲 り渡 したの に もかかわ らず,Beaver達 が 災難に会 うこ とを期待 していた とは考

え難い。あの急流で流された ものを拾 うことを期待 していた とも考 え られ ない。なぜ,

現 地の人々がBeaver達 を カヌーで行 かせた のかは,疑 問である。

　 一方,フ ォイではBeaverと 接 触 した と思われ るよ うな伝 承は全 くない。 もしも,

Beaverと の友好 的な出会 いや交易が あった のにもか かわ らず,現 地では伝承 されて

い ない とした ら,現 地の人 々に とっての 「最初の接触 」 とは何 であったのかを考 える

上 で興味深い。 この点については,後 に検討す る。

　 (c)WoodwardとSaundersの パ ト ロ ー ル

　 1923年 のWoodwardとSaundersの パ ト ロ ー ル は,キ コ リか らサ ン ベ リギ を 経 て

ム ビ川 に 来 る ま で は,SmithとBeaverの ル ー トと ほ と ん ど 同 じ で,そ の 後 ム ビ川 沿
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いに下 って,キ コ リ川 へ出て,キ コ リ ・ス テー シ ョンに帰 るとい うル ー トであ る

(Kurita　 1985:60;Hope　 1979:94-95)。

　 もしこのル ー トが地理的に正確iであれ ば,ほ ぼ低地 フォイの領域を横断 している。

しか し,WoodwardとSaundersの パ トロールの目的は,前 年 にパ トロール したサ ン

ベ リギへ の別のル ー トの探訪にあ り,フ ォイ との接触を意 図 した ものではなか った。

WoodwardとSaundersは キ コリへ帰るためにム ビ川 を通 ったにす ぎない。 サ ンベ リ

ギ渓谷の人 々については記述が あるが,フ ォイ と接触 した とい う記 述はない(Hope

1979:94-95)。 フ ォィで もWoodwardとSaundersに 接 触 した と思われ るような伝承

はない。 このパ トロールにつ いては,詳 しい資料がないため判 断が難 しいが,Wood-

wardとSaundersが フ ォイ と接触 した可能性は低い と思われ る。

　 (d)ChanceとHealyの パ トロール

　 1926年 のChanceとHealyの パ トロールについては,　Hopeに よ って詳細に記述 さ

れてい る。行 きのル ー トは これ までのパ トロール と違 い,キ コ リ川をム ビ川 との合流

点近 くまでカ ヌーで上 り,徒 歩 でム ビ川へ出て,ム ビ川を カヌーで遡 ってい る。そ し

て,再 び同 じルー トを下 ってキ コ リへ帰 ってい る。 これ は海岸部か らフォイへの交易

ル ー トに一致す る。

　 Chanceの パ トロールは フ ォイ と接触す るた めに行われ た点が,こ れ まで のバ ト

ロール とは異な り,フ ォイについて詳 しく記述 されている。後述す るフォイで得た話

とも多 くの点で一致 している。

　以下に,Hope(1979:116-121)か ら引用 して,パ トロールの概略を記述す る。

　 パ トロ ー ル の き っか け は,1926年 イ コ ビ族 の デ ィキ マ村 の マ トコラ と い う男 性 が キ コ リ

の 政 府 の ス テ ー シ ョン を訪 ね て きた こ とだ った 。彼 は ソ ソ ゴに あ る デ ィキ マ村 が フ ォイ

(Foi'i)に 襲 撃 され た と訴 え た 。　ChanceとHealyは,こ の 年 イ コ ビの居 住 地 域 を パ トロー

ル して,ナ ワゲ ラへ は行 った も の の,デ ィキ マ村 ま で は行 かず に 引 き返 した た め,デ ィキ

マ は まだ 接 触 した 事 の な い村 だ っ た。 マ トコ ラに よ る と,フ ォイ とデ ィキ マ村 はそ れ ま で

友 好 関 係 に あ った。 しか し,ナ ワゲ ラの クマ とい う男 性 が政 府 の 支給 す る制 服 を受 け 取 り

村 の コン ス タ ブ ル(constable)9)に な っ た,と 聞 いた フ ォイ の ヘ ッ ドマン の ポ イイ マ ブが,

人 を集 め て デ ィキ マ村 を襲 撃 した。 ポ イ イ マ ブは デ ィキ マ村 の ヘ ッ ドマン の キ カ ウ ソを殺

し,こ の 襲 撃 で 若 者1人 を除 く全 員 が 殺 され て しま った 。

　 ChanceとHealyは フ ォイ の襲 撃 事 件 を 調 査 し,フ ォイ を 見 つ け,さ らに ム ビ川 か らサ

ンベ リギ へ 行 こ う と計 画 を た て た 。 ム ピ川 は,Beaverが 下 る のを 阻 まれ,　Woodwardと
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Saundersの 帰 り道のルー トであるが,ム ピ渓谷に住むフォイについてはほとんど知 られて

いなかった。

　マ トコラは ソソゴでパ トロールを待っていて,パ トロール隊と合流 してキコリ川を渡っ

た。川の中洲で対岸にフォイの威嚇のサインである矢が突き刺 してあるのを見つけた。中

洲に1泊 すると,翌 日フォイの一団が対岸からやってきて 「ポイイマブは,イ コビのクマ

がコンスタプルの制服をもらったのに,彼 の父親が制服をもらっていないことに非常に腹

を立てていて,も しパ トロール隊が川を渡れぽ全員殺す,パ トロール隊がいな くな り次第

クマを殺 しに行 く,と 語 っている」 と言 う。マ トコラを除いて,デ ィキマ村の人夫は全員

逃げ出してしまった。

　Chanceら はポイイマブらを逮捕するたあに川を渡 り,発 見したカヌーでムピ川を上 り,

無人の村 ウドゥカルアにキャンプした。その約5マ イル北に3つ の村があった。パ トロー

ル隊は4人 の男性がカヌーの中にいるところを見つけたが,彼 らは武器をカヌーに残して

ブッシュに逃げてしまった。マ トコラは,パ トロール隊がフォイを射殺 しないのに嫌気が

さしていなくなってしまった。ムビ川に沿ってさらに上流の村にキャンプを移動 し,夜,

Healyと 警官(ニ ューギニア人)が,こ のキャンプ地か ら別の2つ の村を急襲 したが,誰

も捕まえられなかった。キャンプへ上る帰 り道を探 している時,ポ イイマブと数人の男性

がカヌーにいるのを見つけた。彼らは弓矢を放ってきた。

　その後8日 間,Chance,　 Healy,警 官は,時 折フォイを見かけても捕 まえる事はできな

かった。見かけたカヌーを全て押収 し,一 人の男性を捕まえてキャンプに連れ帰った。キャ

ンプ地の下方にあるイルミ村を急襲したが,ロン グハウスはすでに焼けて灰になっていた。

マ トコラが火をつけたのだろうというのが警官達の一致した考えだった。

　さらに5日 後,も とのキャンプ地ウ ドゥカルアに戻る事に決め,カ ヌーで川を下った。

ウドゥカルア村付近に達 し,角 を曲がろうとした時,す ぐ目の前の川岸近 くから煙が上がっ

ているのが見えたため,ChanceとHealyは カ ヌーにとどまり,警 官だけが上陸 した。や

がて2発 の銃声が聞こえ,1人 の男性が川に飛び込み,泳 いで川を渡ろうとした。男性を

捕まえるため,Chanceは3人 の漕ぎ手 と急いでカヌーを近づけた。さらにもう1人 の男

性が川に飛び込んだが,別 のカヌーによって,川 岸に戻らされた。人夫達が岸にあげよう

としたが,男 性は逃れて再び川にもぐって,木 の根を掴んで溺れ死んだ。死んだ男性の名

はメメリマブといい,た くましい体格の見本のような男だった。武器を携帯 した コンスタ

ブルが下腹を押さえていた。ある男に殴 り倒されたので,そ の男を撃ったが,当 た ったか

どうかは分か らないと述べた。警官は5人 の男性を捕まえたが,そ の内2人 は少年だった。

ロングハウスの廻 りを歩 くと,炎 が見え,竹 筒の中のキャベツが散らぽっていた。料理の

火だろ うと思い,そ のままにして,死 体をカヌーに載せていたとき,ロ ングハウスは炎に

包まれ,男 性達が飛び出 してきた。その日は,ウ ドゥカルア村にキャンプした。死体は埋

められ,2人 の少年は翌 日解放された。Chanceは サ ゴ椰子を切った場所をさして,そ の

支払として2人 に贈 り物をした。食料が枯渇してきたのでキコリに戻る事に したが,来 た
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のと同 じルートをゆっくり帰るのは気が進まなかったため,カ ヌーで川を下 り,巨 大な滝

に遭遇 した。この滝を発見 したBeaverに ちなんで ピー・ミー滝 と呼ぶ事を提案 した。来た

道を同様に引き返して,捕 えた男性達に案内されて陸路を横断し,キ コリ川に着き,再 び

マ トコラに会った。ナワゲラに到着 して1泊 し,キ コリ・ベースキャンプに帰った。

　 以上が,ChanceとHealyの パ トロール報告書か らのフ ォイ との接触であ る。次に,

筆 者が フ ォイか ら得た情報を述べ る。

1[　 フ ォイの老人が語 る 「最初 の接触」

　カン ドボ ・コミュニティに住むバイマボ(推 定70歳 前後)と いう最年長の男性は,

初めて白人がやってきた時幼児であったものの,「最初の接触」を体験 したと言われ

る唯一の生存者であ り,この出来事を最 もよく知る人物だった10も彼の父親はパ トロー

ル隊によって殺されたと伝えられ,他 の人に比べてかなり詳細に出来事を記憶 してい

た。他の老人達は,白 人との 「最初の接触」について質問すると,し ぼしぽ自分達が

白人と最初に接触 した出来事,す なわち1937年 のChampionとAndersenの パ トロー

ルの話がなされた。以下に記述す るフォイの側から見た 「最初の接触」は,パ イマボ

から聞いた話に基づいている。(地図2参 照)

　初めて白人がやってきた時,自 分はまだ幼児だった。その頃,こ この男達と下の男達(イ

コピ)と は戦闘を繰 り返 していた。白人は戦闘を止めさせるために,キ コリ川を上ってき

て,昔 村があったカルア(Karua)に や ってきた。皆は驚いてムピ川の対岸のブッシュに

逃げだ した。私も母に連れられてプッシュの中に逃げ込んだ。そ して白人はクイフガメへ

行ってしまった。皆ブッシュに隠れてしまったので,ど のようにクイフガメへ行 ったのか

は知 らない。 クイフガメからフマネ(現 在のコミュニティ名)に 戻ってきて,ス グカ(バ

イマボの母の兄弟にあたる)が 菜園でキュウリ11)を食 べているところを捕まえた。

　カルアでは,白 人がいなくなったので勇敢な男達が数人偵察にもどっていた。そしてカ

ビア(穂 を食用する植物)を 料理 して食べているところに突然白人が戻 ってきた。驚いて

逃げようとしたが,警 官 ⑦'ακ痂,文 字通 りには 「弓」)が ベアゴを捕まえた。それで私の

父のメメノマボがその警官を弓矢で射って逃げた。警官は倒れ,ベ アゴは逃げ出した。別

の警官が,家 に逃げ込もうとしていた父の肩の下を,後 ろからショットガンで撃った。父

はムビ川に落ちて死んだ。人夫が水中メガネで川の中を探 し,遺 体をロープで縛ってカヌー

に引き上げ,埋 葬 した。この時,死 体を土に埋めるのを初あて見た軌 父以外誰 も死なな

かった し,白 人が家を焼いたとい う事はない。
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　翌日,白 人達はセサゴレ(ヘ ギギ ョ川へ出るブッシュ道)を 通って帰って行った。その

時キスグ,ス グカ,ケ タブボゴを監獄へ入れるために連れて行った。その時には誰も監獄

とい うものを知らなかったが,後 にわかった。 ワモノメナとタミナも捕まえられたが,子

供だったので連れて行かずに,鏡,布,ブ ッシュナイフ,斧,マ ッチを一つずつ くれた。

白人は,自 分達はもう戻ってこないので,皆 に帰 ってくるように話 しなさいと言って去っ

て行った。キスグとスグカはモゴラ(セ サゴレ道がヘギギ ョ川にぶつかる地点)か ら夜逃

げ出して帰ってきたので,キ コリへ行ったのは,ケ タブボコ1人 だけだ。ケタブボコはコ

ンスタブル(kosa・'ae,文字通 りには 「制服」)に なって戻ってきた。

　 しかし,白 人が本当に最初にやってきたのは,こ れよりも前だ。その当時ケワ(イ コピ)

とここの人達(低 地フォイ)が 戦争をしていて,ケ ワの人をた くさん殺した。それで,ケ

ワのマデワラがキコリにこのことを話しに行った。フォイを捕まえるためにケワが白人を

連れてきた。フォイの男達はケワと戦 うために,か つて大きな村があったケレレハビ(現

在のゴベ ・コミュニティの対岸近 く)に 集まっていた。 ケワの男達を待ちかまえていると,

白人がやってきて,銃 を空に向けて撃った。その音に驚いて,皆 バラバラに逃げだしたの

で,実 際には白人の姿を見た老はいない。誰もがこの音を大きな雷だと思い,と ても怖かっ

た。我々は皆殺されてしまうだろうと思い,プ ッシュに逃げた。 これがたぶん白人がやっ

てきた最初だろうと思うが,誰 も姿を見ていない。どの道を通って来たのかは知らないが,

キ コリから来て,セ サゴレ道を通ってケレレハピに来た。ここで1泊 して,帰 って行った。

皿　文書記録と語 りの比較分析

　 ChanceとHealyの パ トロール…報告書 とバ イマボの話を照 らし合わせ ると,両 者は

非常 に一致点が多い。 ヘギギ ョ川には大 きな中州があ り,そ こは低地 フ ォイの領域で

ある。パ トロール報告書では 「ウ ドゥカル ア」村にキ ャン プした と記述 され てい るが,

バ イマボの言 う「カルア」の ことではないか と思われ る。別 のイ ンフ ォーマン トは 「カ

ウワカルアに住んでいた頃,白 人が来て,カ ウワカルアか らイル メへ歩 いていき,帰

りは カ ヌーで来て,メ メネマボを シ ョッ トガン で撃 った。」 と述 べてい る。 ウ ドゥカ

ル アの北5マ イルの所に3つ コ ミュニテ ィがあ った とい うのは,現 在 は ゴベ,カ イ プ

タゲ,ソ ロタゲ,フ マネの各 コ ミュニテ ィに住む人 々の ロン グハウスであ った と推測

され る。パ トロール隊が1人 の男性 を捕 まえてキ ャン プに連れ帰 った とい う記述 も,

フマネのス グカが捕 まえ られた話 しと一致す る。「イル ミ」村 とい うのは,現 在 は ゴ

ベ ・コミュニテ ィに暮 らす イル ・クラン の人 々の土地 「イル メ(lm　 me)」 と推察 さ

れ る。 フマネ ・コ ミュニテ ィの近 くか らイルメへ通 じる道がある。そ の後,男 性達 が

料理 していた所に突然 パ トロール隊がや って きて,銃 で撃たれた事,メ メノマ ボ(報
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告書では メメ リマ ブ)が 川 に落 ちて死に,カ ヌーに引 き上 げ られ て埋葬 された事,5

人 が捕 まったがそ の内2人 は子供だ ったので贈 り物を もらって解放 された事,キ コ リ

への帰 り道 のルー ト等は全てパ トロール報告書 とバイマボの話が一致す る13、

　 ChanceとHealyの ル ー トとそ こで起 きた出来事 につ いて,文 書記録 と現地の老人

の話を比較検討 した結果,細 かい矛盾はあ るものの,食 い違 いは大 きい とは言えず,

フ ォイで語 られて いる 「最初の接触」はChanceとHealyの パ トロールであ ること

は間違いない14も 歴史的に フォイ と最初 に接触 したのはBeaverで あ った として も,低

地 フ ォイで伝承 され ている 「最初 の接触」はChanceとHealyの パ トロールである。

　文書記録 と語 りの間 でズ レが見 られ るのが,な ぜ このパ トロールが行われたのか と

い うことと,ど の ように男性が死んだ のか,と い う点である。

　パ トロール報告書 では,イ コビのマ トコラが フォイに襲撃 された ことを報告に来た

ため,事 件の調査 と犯人の逮捕 のため にパ トロールが行われた。バイマボの話 では,

マ デ ワラ(報 告書 ではマ トコラ)が 白人を連れて きたのは ,別 のパ トロールにな って

いる。バイマボの話 は,1926年 の パ トロールが2つ のパ トロールにな って しまってい

る可能性が高い と思われ る。 こうした ことは,歴 史的 出来事 の伝承では珍 しい ことで

はない。

　死亡事件については,パ トロール報告書では,コ ンスタブルが下腹をな ぐ り倒 され

て,相 手を銃 で撃 ったが,当 た ったか どうかはわか らない と話 し,メ メ リマブ(メ メ

ノマボ)は 捕 ま らないために川に潜 って自分で溺死 した,と なってい る。 メメ リマブ

が撃たれた とい う記述 はない。バ イマボの話では,メ メノマボ(メ メ リマブ)は 捕 まっ

た仲間を助け ようと警官を 弓矢で射 って,別 の警官か ら銃 で撃たれて川 に落 ちて死ん

だ,と されている。

　 メメノマボを殺 され,復 讐 しよ うと考 えなか ったのか とい う筆者の質問に対 し,バ

イマボは,「 ケワ(イ コビ)の 誰かが来て殺 したのな らぽ怒 って復讐 しただろ うが,

何 かわか らない ものが来た ので戦 お うとは しなか った」 と説 明 した。そ して,父 親 の

射殺事件が起 きた原 因につ いて こ う語 ってい る。「白人 を見 て,死 んだ人 の霊(α 〃le一

ηα加)が や って きた と思い,怖 くて逃 げた。霊 に触 った ら,く っつ いて手が離れ な

くなるか らだ。白人 も警官 も父を殺すつ も りは なか ったが,父 達 は霊におびえて逃げ

ようとした ところ,ベ ア ゴが捕 ま り,ベ ア ゴが殺 され ると思 って父が弓矢 で射 った の

で,警 官が父を銃 で撃 ち,事 件が起 こって しまった。」

　 出来事 とは,後 か ら原因 が遡及 される ことに よって,因 果 関係 が説明 される。そ の

際,そ の人の置かれた状況,立 場,政 治的要 因などが しぼ しぼ影響す る。現地人 を射
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殺することをなるべ く避けたかったパ トロール隊の立場をふまえて,こ のパ トロール

報告書は読まれるべきであろ う。むしろここで注目するべきことは,バ イマボが父親

の射殺事件は,「 白人を霊だとみなした」誤解から生 じた偶発的事件と解釈 している

ことである。

Ⅳ 最初の接触」という出来事の再構成

　バ イマボは,「 父親達 は白人を死者の霊だ と思 っておびえた」 と言 うが,フ ォイで

は 白人 の存在がChanceとHealyの パ トロール以前に知 られていた可能性が高 い。

第一に,Smithと 接 触 した可能性を完全には否定できない。 も し,接 触 していない と

して も,フ ァスを通 じて フ ォイはSmithに 関 す る情報 を手に入れ ていた と思わ れ る。

なぜな ら,Beaverは フ ォイか らSmithが す でにキ コ リ川 を下 った と教 え られ ている

か らであ る。第二 に,Beaverと 接 触 した可能性が高い ことは既 に述べた通 りであ る。

Beaverの 記 録 に よれば,フ ォイ と思われ る現地の人 々 と友好 的な出会 いを し,交 易

まで行 っているのであ る。第三 に,す でにイ コビか ら白人 の情報を手 に入れ ていた と

思われ る。パ トロール報 告書に よれぽ,イ コビは白人 と接触 してお り,コ ソスタ ブル

も指名 されていた。 フォイのヘ ッドマソは,自 分達が もらっていない コソスタブルの

制服をイ コビのヘ ッ ドマ ンが 白人か らもらった ことに腹をた て,イ コビの村を襲撃 し

たのであ る。

　 ニューギニアでは,白 人 との接触以前は,集 団間の戦闘を繰 り返 していたため,集

団がそれ ぞれ独立 した生活 を営 んでいたが,一 方 では交易 などを通 じて様 々な情報が

コ ミュニテ ィか ら コ ミュニティへ とか な り素早 く伝 達 され ていた(Hughes　 1977)。

行政 府の未接触地域への影響 は,交 易品,と りわけ鋼鉄製 の斧を通 して浸透 して いっ

た(Crittenden　 and　Schieffelin　1991:134)。 フ ォイは,フ ァスやイ コビ,サ ウと伝統

的に交易関係 を持 ち15),Beaverが フ ォイ と接 触 した ときには,フ ォイはす でに鋼鉄

製の斧を持 っていた(Crittenden　 and　Schieffelin　1991:133)。 従 って,交 易ル ー トを

通 して,フ ォイには 白人 の情報 がもた らされていた と考え られ る。

　また,メ メノマボの死亡事件が起 きた とき,パ トロール報 告書 に よれぽ,カ ヌーか

ら川岸に上陸 したのは ニューギ ニア人の警 官達 だけで,白 人のChanceとHealyは

カ ヌーの中に とどまっていた。 メメノマボは白人を見ていない ことになる。

　白人達 とはすでに友好的 な出会いを し,交 易 を行い,他 の集 団か らも断片的にでは

あ ったにせ よ情報 を得 ていた と推定 され るに もかかわ らず,な ぜ フォイはパ トロール
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隊を恐 れたのであろ うか。実際,メ メノマボ らが恐れ たのは,「 白い霊」ではな く,

銃 を持 った 「人 間」 だ った のではないだ ろ うか。「マ トコラはChanceら が フ ォイを

射殺 しない のに嫌気 がさ して逃 亡 した」 とい うパ トロール報告書か ら(Hope　 1979:

118),マ トコラは 白人が銃 でフ ォイを殺 す ことを期待 して襲撃事件をステ ーシ ョンに

報告に行 ったこ とがわかる。 フ ォイへの報復 を白人を使 って行お うとしたのか もしれ

ない。Beaverは,サ ンベ リギ近辺 での執 よ うな襲撃に対 し,威 嚇射撃を して住民 を

追 い払 っている(Hope　 1979:28-29)。 従 って,イ コビやサ ウとの交易 ルー トを通 し

て,銃 に関す る情報 も伝わ っていた可能 性が高い16も バ イマボの話では,銃 の存在 を

知 る ことになったパ トロールがChanceとHealy以 前 にあ った と,1つ のパ トロー

ルが2つ の別 のパ トロールにな ってい るが,こ れは フ ォイではChanceとHealyの

パ トロール以前 に銃 の存在を知 っていたために,そ の ように記憶 され ることに なった

のか もしれない。

　 「最初の接触」の後,白 人に対す る見方が どの ように変化 したのかについて,バ イ

マボは次のよ うに語 っている。

　最初に白人が来た時には,白 人を霊だと思って,人 々は皆怖がってブッシュに逃げてし

まった。しかし,二 人の少年が白人か ら贈 り物をもらった。白人は,鏡 に顔を映 して髪を

撫でつけて見せ,マ ッチを擦って火をおこし,ブ ッシュナイフで草を刈って見せ,斧 で木

を切って見せた。二人はこれらの物を持 って来て,人 々に使い方を説明し,ブ ッシュから

戻ってくるようにと人々を説得 した。初めは訳が分からずにブッシュへ逃げていた人たち

も,や がてそれらの物がとても便利な物だと分かり[白 人が立ち去った後ではあるが]ブ ッ

シュから出て来た。また,ケ タブボゴがコンスタブルになって戻 ってきて,人 々に白人の

事を詳しく説明した。それで,次 に白人がやって来た時にはもう誰も怖がらなかった。白

人がやって来るまで,我 々はマ ッチ,服,ブ ッシュナイフ,鋼 鉄製の斧,鏡 などを知らな
　 　 　 　 　 　 　 ゆ

かった。今我々はこうした物を使 っている。

　 ここで語 られてい るのは,自 人が もた らした物資を,初 めは無知であ ったために理

解で きなか ったが,や がて使い方がわ か るようにな ると,そ の物資 の魅力に よって,

白人が 「恐 ろ しい霊」か ら 「歓迎 され るべ き人 間」へ転換 した とい う話であ る。

　 ChanceとHealyの 次 に低地 フ ォイへや って来たパ トロールは,1937年 のCham-

pionとAndersenで あ る。 これ は ク トゥブ湖畔に行政府 のステーシ ョンを建設す る

ために行われた。 このパ トロールに関 し,フ ォイでは,「 二 人の 白人がや って きて ク

トゥブ湖へ行 きたい と言 うので,ク トゥブ湖岸出身 の妻を持つ男性 が案 内 し,他 の何
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人かは通訳や人夫 としてついて行 った」 と言われている。

　 イン フ ォーマン トのボラベ(推 定50代 後 半,ワ モ ノメナの息子)は,白 人 との接触

につ いて こ う語 る。

　 自分が小さい頃,白 人がキ コリからや って来た。怖くて両親 とブッシュへ逃げ込んだ。

「turu　amena　 wabobao(天 上界の男が来たぞ)」 と言って,皆 怖 くて隠れた。白人は塩をく

れた。 口に入れると塩辛かった。肉の缶詰 と米をくれると言った。父がもらってきて,米

を竹に入れて料理し,缶 詰と混ぜて食べるととてもおいしかった。米を 「'kugu　kui(花

の種サゴ椰子)」 と呼んだ。父は 「天上界の男がやって来て,こ の食べ物を持ってきた」と

話した。[実 際には]白 人は,我 々の戦闘を止めさせるためにやって来た。

　 ボ ラベが述べ ている接触 は,明 らかにChampionとAndersenの パ トロール(或

いは,そ れ以降のパ トロール)の ことだが,そ こで も 「天上界の男がや ってきた」 と

話 されてい る。 しか し,ボ ラベの父親 は,ChanceとHealyか ら西欧の物資 の使 い方

を教 えられ,そ れを人 々に伝達 して,怖 が らず にブ ッシュか ら戻 って くるように と説

得 した ワモノメナである。 さらに,ChampionとAndersenを 案 内 したのは コン スタ

ブルのケタブボコである。 また,こ のパ トロール隊は カル アとソ ロタゲの両 コ ミュニ

テ ィに宿泊 してお り,ソ ロタゲに住む何人かはパ トロールに同行 して,ク トゥブ湖 ま

で行 っている。

　 1950年 代 に入 ってか らは,フ ォイの居住地に定期的 なパ トロールが行われ,さ らに

キ リス ト教 の布教活動を通 じて 白人 との接触 も頻繁 にな り,西 欧の物資が急速に流入

した。そ こで彼 らが接 したのは,圧 倒的な物質文化 であ り,権 力であ った。 ク トゥブ

湖周辺 の フォイは,「 最初 の接触」 時か ら熱心に交易を行 った とい う記録 か らも17),

西 欧 の物資は当初か ら垂誕の的であ った ことがわかる。石器,動 物の骨な どか ら作 ら

れた槍や弓矢 を使用 していた人 々に対 し,銃 器で武装 したパ トロール隊は,命 令 に従

わ ない人 々を牢獄 へ連行 した。また,ミ ッションによって,彼 らの伝統的習慣 ・宗教 ・

儀礼 などは野蛮な ものであると教え込 まれ,多 くの ことが禁止 された。

　 こうした不均衡 な交流 の中か ら,「 接触以前 の自分達は無知で あった ので,白 人を

霊だ と思 って怖が ったが,白 人は 自分 たちが知 らなか った優れ た物資を もた らし,や

がてそれを理解 し怖 が らな くなった」 とい う話が生 まれた可能性 はないであろ うか。
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お わ り に

　サ ー リンズはr歴 史の島々』 で,ハ ワイの原住民が西欧人 との 「最初 の接触」を ど

う解釈 したのか,彼 らの認識 の枠組み の中でキ ャプテ ン ・クックが どの ように位置づ

け られたのか を論 じてい る。 ニューギニアにおけ る 「最初 の接触」は,キ ャプテン ・

クックの航海 と違 って,あ る程度 の規模 で組織 され,準 備 された探検隊に よって意図

的 に コ ミュニテ ィと接 触 しよ うとす る ものだ った とい う相違 は あ るが,ハ ワイ と

ニ ューギ ニアの 「土着の人 々」 の解釈 には類似点がある
。 サー リンズの言 うよ うに,

西 欧人 との 「最初 の接触 」 とい う出来事は,彼 らの認識 の枠組みの中で解釈 されたの

であ り,ニ ューギニア人 には 「霊がや って来た」と理解 された,と い う説 明は一見 もっ

ともらしく聞こえる。 しか し,ニ ューギニアでの 「最初 の接触」は,時 期 も状況 もバ

トロール隊もさまざまであ った。殺識が起 きた場合 もある し,友 好 的な出会い もあ っ

た。 また,パ トロール隊には,数 人の 白人に対 し,数 十人 のニ ューギ ニア人の武装 し

た警官や荷物 を運搬す る人夫 が同行 していた。接触 以前 に交易ル ー トを通 じて,近 隣

の コ ㍉ユニテ ィか ら白人の もた らした物資や情報 を得 ていた と思われ る事例 も多い。

それに もかかわ らず,パ プアニ ューギ ニア各地 で,「 最初の接触」では 「白人を霊だ

と思 って 怖 か った 」 とい う語 りが流 布 して い る(Connolly　 and　 Anderson　 1987;

Schiffelin　and　Crittenden　 1991)。

　 フ ォイの事例か ら,「 白い霊 がや って来た」 とい う表現は,西 欧の視点 と全 く異な

る彼 らの固有 の視点や解釈 なのではな く,接 触後の不均衡 な交流の結果 として,白 人

の土着の人 々に対す るまな ざし一 「人 々が驚愕する ことに よって,自 己満足 と楽 し

みを得る」 といった　 　を 自ら取 り込み なが ら,ニ ューギニア人の 「最初 の接触」の

物語が再構築 され てい った,と い う仮 説は成 り立た ないであろ うか。Beaverの 記 録

に よれぽ,フ ォイはBeaverと 出 会 った とき(こ れ はおそ ら く白人 との 「最初の接触」

であ ったに もかかわ らず),驚 愕 も混乱 もせず,友 好的で協力的であった。「霊がや っ

て来た」 と恐れた と思われ るような記述はない。そ して,こ の出会いは特異な 出来事

として フォイの中で伝承 され ることもな く,忘 却 されて しまった と推察 され る。一方,

フ ォイの側 で記憶 され る 「最初 の接触」は,一 人の男性 が死亡 し,5人 が捕え られた

ChanceとHealyの パ トロールであ り,パ トロール隊 との諍い は,白 人を 「白い霊だ」

と誤解 したために起 こった と解釈 され ている。

　 オセアニアでは,春 日(1999)が 述 べ る ように,キ リス ト教 に よって 「〈劣 ったわ
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れわれ〉対 〈すぐれた白人〉の構図を受容し(中 略)キ リス ト教への絶対的信頼と白

人の優越性を内面化 した」歴史を持つ(春 日1999:13-14)。 時期的には他のオセア

ニア地域 とズレはあるが,ニ ューギニアにおいても状況はこれと同様であ り,そ の過

程で 「無知であったわれわれは白人を霊だと思った」 という物語が再構成されていっ

たとしても不思議ではない。

　すなわち,「最初の接触」 という出来事が,彼 らの世界観の中で従来の図式にのっ

とって解釈されたというよりも,現在のコンテクス トの中で過去の出来事が解釈 され,

再構成されたと理解する方が適切だ と思われる。当然の事ながら,ニ ューギニアには

「白人を霊だと思った」人が全 く存在 しなかったと主張したいわけではない。む しろ,

そのように捉えられたと考えられる事例も多い。 しか し,ニ ューギニア各地に極端に

類型化された語 りが繰 り返 し現れて来るのは,白 人との接触が頻繁になって以降の事

であるという仮説 も成 り立ち得るのである。当時の人々が 「白人を霊だと思った」と

い う表現自体は,あ る意味では,そ れが語 られる現在とい う時点での再解釈であ り,

それは接触当時のまなざしでな く,現 在のまなざしである。彼 らにとっての 「最初の

接触」 というのは,あ くまで人々の語 りの中に存在する 「現在の話」なのである。
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注

1)フ ォイ族とは,ト ランス ・ニューギニア言語門,中 部 ・南部ニューギニアークトゥプ上位

　言語系,ク トゥブ言語系フォイ語を話す言語集団のことを指す。フォイの居住地域は,3つ

　に下位区分される。ムビ川下流域の低地フォイ,ム ビ川上流の高地 フォイ,ク トゥブ湖周辺

　のク トゥブであり,各 地域では言語的に若干の違いがある。

　　現地調査は政府の関係機関の許可を得て,1992年 か ら1996年 にかけて計3回 延べ29ヶ 月間

　実施 したが,大 和銀行アジア ・オセアニア財団と トヨタ財団の研究助成金から財政的支援を

　受けた。調査を支援 して下さった関係諸機関並びに関係者に感謝の意を表 したい。また,筆

　者を暖かく迎え,惜 しみない援助と協力をいただいた調査地の人々にこの場を借 りてお礼申

　 し上げたい。

2)筆 者は資料として,関 連するPatorol　Reports,　Annual　Reportsを 入手する事が出来なかっ

　たため,他 の文献資料一 主にHope(1979)一 に依拠している。　Hope(1979)は,パ プ

　ア側の主に1912年 か ら1929年 までに行われたパ トロールと行政府の影響の拡大に関 して,

　Patorol　Reports,　Annual　Reportsを 多数引用しながら整理している。

3)Schieffelin　 and　Kurita(1988)で 述べられているように,人 々の記憶はしば しば2つ の別の

　パ トロールを一緒に記憶 していた り,1つ のパ トロールを2つ の別のパ トロールと考えてい
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　 る事 が あ り,資 料 と して の扱 いが 難 しい。 また,フ ォイ で 最 初 の接 触 時 に生 まれ て いた のは

　 最 長 老 の 男性1人 に な っ て しま った,と い う制 約 もあ る。 一 方,パ トロー ル 隊 の記 録 も,未

　 踏 破 地帯 の探 検 で あ るた め に,し ば しぼ 地 理 的 記 述 が 不 正 確 で あ る。

　 　 ロ 頭 伝 承 を 歴 史 資 料 と し て ど う評 価 す るべ き か に つ い て の こ れ ま で の 論 争 は,栗 田

　 　 (1988)で 触 れ られ て い る。

4)　 「地 図2」 は,次 の文 献 内 の地 図 を 参 考 に し て 作 成 した 。Kurita(1985:57),　 Schieffelin

　 and　Crittenden(1991:37),Schieffelin　 and　Kurita(1988:65)。

5)Kandobo,　 Gobe,　 Kaiputage,　 Sorotage,　 Humane,　 Wabigese,　 Kafaの7つ 。 た だ し,

　 Kaiputageは1993年 か ら近 隣 の新 しい土 地 に移 住 す る準 備 を始 め,1996年 に は ほ と ん ど の住

　 民 が移 住 して いて,Surababoと 呼 ぼ れ て い た。

6)　 トゥギ リの ス テ ー シ ョ ンは1940年 に 閉 鎖 され,1949年 に ク トゥブ湖 北 岸 の タゲ(Tage)に

　 再建 され た。 非福 音 外 地 伝 道 団(Unevangelized　 Field　Mission)が イ ヌ(lnu,ク トゥプ湖 北

　 岸)と オ ロ カ ナ(Orokana,高 地 フ ォイ)に 伝 道 基 地 を 作 り,オ ース トラ リア人 夫 妻 が 着 任

　 した 。

7)　 フ ォイ の生 活 につ いて は 槌 谷(1997;1999a;1999b)参 照。

8)　 ビ ーバ ー滝 は7つ の滝 か ら成 り,パ プ ア ニ ュー ギ ニ アで 最 大 の滝 と言 われ て い る。 滝 は カ

　 ン ドボ ・コ ミュニ テ ィの ム テ ィ ・ク ラ ンの土 地 にあ る。

9)　 コン ス タ ブル に 指名 さ れ る と制 服 とわ ず か な報 酬 を 受 け 取 り,義 務 は不 品 行 を報 告 す る こ

　 と と逃 亡 した 囚人 を捕 ら え る こ と,政 府 の衛 生 と畑 に 関 す る方 針 を 実 施 さ せ る こと で あ った

　 (Hope　 1979:57--58)。

10)バ イ マ ボ か ら話 を 聞 い た の は1993年11月 で あ る。1994年 に 一 旦 調 査 を終 え帰 国 し,1995年

　 6月 に 再 び訪 れ た とき,バ イ マ ボが 亡 くな った こ と を知 った 。 「最初 の接 触 」 に つ い て長 時 間

　 に わ た り話 を して くれ た バ イ マボ に,心 か ら感 謝 と哀 悼 の 意 を 表 し,本 論 を 捧 げ た い。

11)現 在 栽培 され て い る瓜 形 の キ ュ ウ リは,西 欧 人 に よ って もた ら され た。 それ 以 前 は,も っ

　 と小 さな キ ュ ウ リを食 べ て い た とい う。

12)そ の 当 時 は,プ ッ シ ュに遺 体 を置 く棚 状 の も の を作 っ て,遺 体 を 置 い て下 で火 を焚 き,骨

　 に な る と収集 して仮 安 置 してお き,数 年後 に儀 礼(κ な'加)を 行 っ てか ら,各 ク ラ ンの骨 を

　 納 め る洞 窟 に 持 って 行 っ た。 メ メノ マ ボ の遺 体 は,白 人 が 帰 った 後,掘 り返 したが,腐 っ て

　 い た の で再 び 土 を かぶ せ た とい う。 キ リス ト教 の普 及 と共 に 土 葬 に な った 。

13)栗 田 の 報 告 に よれ ぽ,フ ァス のあ るイン フ ォー マZト は この 事 件 に つ い て こ う語 って い る。

　 　 「イ コ ピ族 の マ トワ ラ とい う男 が初 め て 白人 を フ ァス の土 地 に 連 れ て きた。 この時,父 は妻

　 　 (イ ン フ ォ ーマ ン トの母 親)が 白人 に寝 取 られ た と疑 った 。 そ こで,後 に 白 人 が カ ン ドボ に

　 や って 来 た 時,父 達 は フ ォイ と一 緒 に 白人 と戦 った 。 キ ャン プ の中 に い た 二 人 の 白 人 が ベ ッ

　 　ドに 入 った と き,フ ォイ と フ ァス は一 緒 に襲 撃 した。 フ ァス とフ ォイ は 多 数 が銃 で撃 た れ,

　 槍 が 白人 の1人 に 当 た っ た。1人 の 警 官 と6人 の人 夫 が 殺 され た。仕 返 しに,次 に 白 人 が や っ

　 て 来 た 時,カン ドボ の人 々を 全 員銃 で撃 っ た。 そ して カン ドボ,フ マ ネ,ゴ ベ の ロ ン グハ ウ

　 スを 焼 い た 」(Kurita　 1985:62;Schieffelin　 and　Kuirta　 1988:54-55)。 筆 者 の調 査 で は,こ の

　 話 を 裏 づ け る よ うな カ ン ドボで の パ トロー ル 隊へ の襲 撃 事 件 や そ の 後 の 報 復 事件 の情 報 は全

　 くな か った。

14)Chanceは キ コ リに到 着す る 直 前 に 高 熱 に 襲 わ れ,さ ら に,キ コ リに 帰 る と妻 が 病 気 の た

　 め に 病 院 に 運 ぼ れ て い る こ とが わ か り,翌 日妻 の病 院 へ 向 か うため に キ コ リを 出発 した 。 い

　 つ 報 告 書 が 書 か れ た の か に つ い て疑 問 が 持 た れ て お り(Hope　 1979:121),こ の こ とが 両 者

　 の 食 い 違 い に 影響 して い る可 能 性 もあ る。

15)Williams　 1940-41,　 Langlas　 1974,　Crittenden　 and　Schieffelin　1991参 照 。

16)銃 を い か に ニ ュー ギ ニ ア の人 々が 恐 れ た か は,ハ イ ヅ(1942)の 日誌 で も 明 らか で あ る。

17)1936年 に 行 わ れ たChampionとAdamsonのBamu-Purariパ トロール は,フ ァス の 領域

　 の北 部 を東 進 し,ク トゥブ湖 に到 達 した 。 フ ォイ は友 好 的 に 接触 し,熱 心 にChampionと

　 交 易 を 行 った(Sinclair　 1988:156-170)。 湖岸 の フ ォイ に と って の 最初 の接 触 は この バ トロ ー一

　 ル であ る(Busse,　 Turner　 and　Araho　 1993:20)。 しか し,キ コ リの政 府 の ス テ ー シ ョン か ら

　 定 期 的 に パ トロ ー ル され て い る 村 々 との 交 流 に よ り,白 人 の存 在 は す で に知 られ て い た

　 (Sinclair　1988:164)。
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